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大
宮「健達」 で www.mcsg.co.jp/kentatsu/

家族の介護と健康を支える情報サイト

さいたま市中央区新都心11-2 ランド·アクシス·タワー29F

【私たちは大宮薪能を応援しています】　全国31都道府県に介護施設300事業所以上を運営。グループホーム運営居室数No.1

血圧と飲酒の関係性
健康的な飲酒量

？

グループホーム／デイサービス
小規模多機能型居宅介護
都市型軽費老人ホーム
居宅介護支援センター

介護付有料
老人ホーム

介護についてのご相談はこちらまで 048-711-6760▶

健康の達人になる健康を学ぶ  認知症を学ぶ  専門家から学ぶ

薬を飲み間違た
ときの対処法

認知症に関する記事
掲載数 国内最大級！

？

水分を身体に行き
渡らせる、3つの工夫 

高齢者の
95％が脱水？！ !

!
最先端の技術を使い、
認知症の根本原因を探る

40代からの認知症予防
認知症治療の第一人者 新井平伊 先生のコラム
世界的名医TOP38

？
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「
大
宮
薪
能
」
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
東
北
・
上
越
新
幹
線
が
開
業
し

た
の
を
契
機
に
大
宮
の
地
域
文
化
振
興
と
観
光
行
事
の
定
着
を
願
い
第
一

回
が
開
催
さ
れ
、
今
回
で
四
十
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
誇
り
で
も
あ
る
「
大
宮
薪
能
」
の
魅
力
は
、
日
本
で
も
屈
指
の

大
社
で
あ
る
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
を
会
場
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大

い
な
る
宮
居
と
称
さ
れ
た
厳
粛
な
境
内
に
一
流
の
演
者
を
迎
え
、「
舞ぶ
で
ん殿
」

を
照
ら
す
篝
火
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
幻
想
的
で
荘
厳
な
雰
囲
気
を
つ
く
り

あ
げ
ま
す
。

　

本
年
の
「
第
四
十
一
回
大
宮
薪
能
」
で
は
、
源
氏
物
語
を
典
拠
と
す
る

演
目
「
葵あ
お
い
の
う
え上
」、
平
家
物
語
を
典
拠
と
す
る
演
目
「
船ふ
な
べ
ん
け
い

弁
慶
」
を
ご
用
意

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
狂
言
は
和
泉
流
の
「
二ふ
た
り
だ
い
み
ょ
う

人
大
名
」、「
舟ふ
ね

ふ
な
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
お
客
様
を
お
迎
え
し

て
の
開
催
は
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

今
宵
一
夜
は
華
麗
な
舞
に
酔
い
し
れ
て
幽
玄
と
幻
想
の
世
界
に
浸
り
な

が
ら
、
心
ゆ
く
ま
で
「
大
宮
薪
能
」
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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光
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史

　
　

火
入
れ
式

火
入
奉
仕

斎
主
　
　
池
永
　
衛
治

松
明
所
役
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伊
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孝
充
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狂
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二ふ

た
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い
み
ょ
う

人
大
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シ
テ（
大
名
）

ア
ド（
大
名
）

ア
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通
り
の
者
）

野
村
太
一
郎

飯
田
　
　
豪

月
崎
　
晴
夫

後
見
　
　
深
田
　
博
治

休
憩（
十
五
分
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宝
生
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葵あ
お
い
の

　
上う

え

シ
テ（
六
条
御
息
所
）

ツ
レ（
巫
女
）

ワ
キ（
横
川
の
小
聖
）

ワ
キ
ツ
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朱
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院
臣
下
）

ア
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大
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の
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ノ
者
）

笛小
鼓

大
鼓

太
鼓

藤
井
　
雅
之

藤
井
　
秋
雅

野
口
　
能
弘

野
口
　
琢
弘

深
田
　
博
治

小
野
寺
竜
一

住
駒
　
充
彦

髙
野
　
　
彰

桜
井
　
　
均

後
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大
友
　
　
順

金
森
　
良
充

地
謡
　
　
小
林
　
晋
也

辰
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満
次
郎

小
林
与
志
郎

小
倉
健
太
郎

亀
井
　
雄
二

　
　

附
祝
言

第１日

開
　
　
場
▪
午
後
六
時
三
十
分

開
　
　
演
▪
午
後
七
時

狂
　
　
言
▪
午
後
七
時
三
十
五
分

休
　
　
憩
▪
午
後
八
時
五
分

演
　
　
能
▪
午
後
八
時
二
十
分

終
了
予
定
▪
午
後
九
時
二
十
分

　
　
於
　
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社

令和４年

5月27日㈮

第四十一回　　　　　　　　　　　　　　番　組

omiyaginza.com
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後
六
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三
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分

開
　
　
演
▪
午
後
七
時

狂
　
　
言
▪
午
後
七
時
三
十
五
分

休
　
　
憩
▪
午
後
七
時
五
十
分

演
　
　
能
▪
午
後
八
時
五
分

終
了
予
定
▪
午
後
九
時
五
分

　
　
於
　
武
蔵
一
宮
氷
川
神
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令和４年
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第２日第四十一回　　　　　　　　　　　　　　番　組

（清掃全般、設備保守運転、施設警備、緑地管理、電話交換）

（廃棄物収集運搬処理、リサイクル分別処理、機密書類処理）

ビル総合管理のことなら

一般廃棄物・産業廃棄物のことなら

〒330-0061
埼玉県さいたま市浦和区常盤5丁目2番18号

環境と福祉の
真のサービスを提供します。



http://omiya-dom.com/

TEL:048-650-1111
TEL:0493-23-8881

〈さいたま新都心駅北〉
〈埼玉東松山駅前〉

金
春
流

素す

謡う
た
い

翁
お
き
な

　
「
ど
う
ど
う
た
ら
り
た
ら
り
ら
」。
呪
文
風
の
謡
い
に
始
ま

る
。「
鳴
る
は
滝
の
水
。日
は
照
る
と
も
絶
え
ず
と
う
た
り
」。

生
命
の
源
、
豊
か
な
水
へ
の
賛
美
と
祈
り
で
あ
ろ
う
。
若
者

を
代
表
す
る
千せ
ん

歳ざ
い

の
役
か
ら
ま
た
翁
の
役
へ
。「
千
年
の
鶴

は
。
萬ば
ん

歳ぜ
い

楽ら
く

と
謡
ふ
た
り
。
ま
た
萬ば
ん

代だ
い

の
池
の
亀
は
。
甲
に

三
極
を
備
へ
た
り
。
天
下
泰
平
。
国
土
安
穏
の
。
今
日
の
ご

祈
祷
な
り
」。「
翁
」
は
能
の
成
立
以
前
か
ら
、
も
っ
と
も
大

事
に
伝
え
ら
れ
た
神
聖
な
芸
能
で
あ
る
。
金
春
宗
家
の
翁
面

は
、
聖
徳
太
子
作
と
い
う
伝
説
を
持
つ
ほ
ど
で
あ
り
、
金
春

家
で
は
太
子
に
仕
え
た
帰
化
人
・
秦は
た
の

河か
わ

勝か
つ

を
初
代
と
す
る
。

　

大
宮
薪
能
が
「
翁
」
の
素
謡
に
始
ま
る
の
は
、
芸
能
は
神

に
捧
げ
る
も
の
、
観
客
は
そ
の
お
相し
ょ
う

伴ば
ん

で
あ
る
と
い
う
、
日

本
古
来
の
芸
能
の
心
を
現
代
に
伝
え
る
、
こ
の
催
し
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
。（
増
田
正
造
）



　

二
人
の
大
名
が
野
遊
び
に
出
か
け
る
。

家
来
が
不
在
な
の
で
、
太
刀
を
持
た
せ
る

者
を
見
つ
け
よ
う
と
一
休
み
し
て
い
る

と
、
通
り
の
者
が
や
っ
て
来
る
。
大
名
た

ち
は
こ
の
男
を
召
使
い
に
し
よ
う
と
企
む

が
、反
撃
に
あ
い
、男
に
太
刀
を
奪
わ
れ
、

脅
か
さ
れ
た
挙
げ
句
、
様
々
な
芸
を
さ
せ

ら
れ
る
は
め
と
な
る
。

　

社
会
的
地
位
が
高
い
者
が
、
厚
顔
無
恥

ゆ
え
大
失
態
を
犯
す
と

い
う
設
定
は
、
古
今
東

西
の
コ
メ
デ
ィ
に
愛
さ

れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
。
狂
言
で
は
そ
の
者

を
「
大
名
」
と
す
る
こ

と
が
多
い
が
、
そ
の
大

名
が
二
人
も
登
場
す
る

の
は
珍
し
い
。
和
泉
流

で
は
、
大
名
た
ち
は
、

最
初
は
低
姿
勢
に
出
て

男
を
油
断
さ
せ
、
太
刀

を
持
た
せ
た
う
え
、

「
太た
ろ
う
か
じ
ゃ

郎
冠
者（
家
臣
）」

扱
い
す
る
な
ど
、
な
か

な
か
の
策
略
家
と
し
て

造
形
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
こ
か
憎
め
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
点
に
狂
言
の

登
場
人
物
ら
し
い
趣
き

が
あ
る
。

　

小
袖
上か

み

下し
も

を
奪
わ
れ
た
姿
は
犬
に
似
て

い
る
と
言
わ
れ
、
噛
み
合
う
真
似
を
さ
せ

ら
れ
、
立た
て
え
ぼ
し

烏
帽
子
の
姿（
烏
帽
子
は
成
人

男
性
の
象
徴
。
こ
れ
を
取
る
の
は
全
裸
に

な
る
よ
り
恥
ず
か
し
い
）は
ニ
ワ
ト
リ
の

鶏
冠
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
、
蹴
り
合
う

真
似
を
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
大
名
た

ち
の
姿
か
ら
は
、
悲
し
い
か
な
愛
嬌
さ
え

感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
京
に
は
や
る
、

お
き
や
が
り
小
法
師
、
殿
だ
に
見
れ
ば
、

つ
い
転
ぶ
」
と
歌
い
な
が
ら
、「
起
き
上

が
り
小
法
師
」の
真
似
ま
で
さ
せ
ら
れ
る
。

張
子
の
人
形
の
底
に
重
り
を
つ
け
、
倒
れ

て
も
す
ぐ
に
立
ち
上
が
る
こ
の
玩
具
は
、

室
町
時
代
に
日
本
に
伝
わ
り
、
近
世
初
期

に
京
阪
で
流
布
し
た
よ
う
で
あ
る
。
狂
言

が
成
立
し
た
時
代
に
ち
ょ
う
ど
流
行
し
た

玩
具
に
重
ね
ら
れ
た
大
名
た
ち
へ
、
親
し

み
を
感
じ
る
中
世
・
近
世
の
観
客
も
多

か
っ
た
だ
ろ
う
。（
伊
海
孝
充
）

【
場
　
　
所
】
不
明

【
登
場
人
物
】
シ
テ
　
大
名

ア
ド
　
大
名

ア
ド
　
通
り
の
者

和
泉
流

狂
言

二ふ
た
り
だ
い
み
ょ
う

人
大
名

https://livross.jp

●島和商事㈱	 さいたま市北区今羽町22-1
	 TEL	048（667）1139
	 FAX	048（667）1144
　〈大和　本部〉お米・クララオアシス水
	 さいたま市北区宮原町3-434-3
	 TEL	048（666）2001
	 FAX	048（666）2842
　〈大和　大宮店〉各種お弁当

●㈲NEW	TREES’	 さいたま市北区東大成町2-187
	 TEL	048（662）3445
	 FAX	048（662）3457
　〈業務スーパー大宮店〉業務用食資材販売

大和グループ

写
真
提
供
：
万
作
の
会



　

六
条
御み
や
す
ど
こ
ろ

息
所
は
、
元
皇
太
子
妃
。
未
亡

人
と
な
っ
た
彼
女
と
、
十
歳
近
く
年
若
い

光
源
氏
と
の
間
に
生
ま
れ
た
恋
。
し
か
し

そ
の
距
離
も
遠
ざ
か
る
。
加
え
て
源
氏
の

正
妻
・
葵
上
の
懐
妊
と
、
賀
茂
の
祭
り
で

受
け
た
車
争
い
の
辱
め
。
そ
の
思
い
は
潜

在
意
識
の
中
に
抑
圧
さ
れ
、
眠
っ
て
理
性

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
弱
ま
る
と
肉
体
を
抜

け
出
し
、
生
き
霊
と
な
っ
て
葵
上
を
苦
し

め
る
。

　

舞
台
に
一
枚
の
小
袖
が
延
べ
ら
れ
、
病

床
の
葵
上
を
現
す
。
能
の
手
法
で
あ
る
。

　

巫
女
が
ま
ず
座
に
着
く
。
臣
下
の
も
の

が
、
葵
上
の
病
状
の
悪
化
を
告
げ
、
誰
が

【
作
　
　
者
】
古
作
の
能
を
世
阿
弥
改
作

【
典
　
　
拠
】『
源
氏
物
語
』

【
　
時
　
】
朱
雀
院
の
時
代（
仮
託
）

【
場
　
　
所
】
左
大
臣
の
館
　
葵
上
の
病
室

【
登
場
人
物
】
ツ
レ
　
　
　
巫
女

ワ
キ
ツ
レ
　
朱
雀
院
の
臣
下

前
シ
テ
　
　
六
条
御
息
所
の
生
き
霊

ア
イ
狂
言
　
下
人

ワ
キ
　
　
　
横よ
か
わ川
の
小こ
ひ
じ
り聖

後
シ
テ
　
　�

鬼
形
と
な
っ
た
六
条
御

息
所

代表取締役
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祟
っ
て
い
る
の
か
を
占
う
よ
う
巫
女
に
命

ず
る
。
呪
文
に
ひ
か
れ
て
現
れ
た
六
条
御

息
所
の
生
き
霊
は
、
綿
々
と
源
氏
と
の
恋

の
遠
ざ
か
っ
た
身
の
上
を
嘆
く
。

　

感
情
の
昂
ぶ
り
に
ま
か
せ
、
六
条
は
扇

で
葵
上
を
打
ち
据
え
、
昂
奮
に
ま
か
せ
て

狂
い
、
屈
辱
の
象
徴
で
あ
る
破
れ
車
に
乗

せ
て
葵
上
を
冥
界
に
連
れ
て
い
こ
う
と
、

前
段
が
終
わ
る
。

　

こ
の
部
分
を
例
に
、
能
の
詞
章
と
型
の

関
係
を
述
べ
る
。「
人
の
恨
み
の
深
く
し

て
。
憂
き
寝
に
泣
か
せ
給
ふ
と
も
」。
私

の
恨
み
が
深
く
て
あ
な
た
は
今
辛
い
め
に

あ
っ
て
お
ら
れ
た
と
し
て
も
、「
生
き
て

こ
の
世
に
ま
し
ま
さ
ば
。
水
暗
き
沢
辺
の

蛍
の
影
よ
り
も
。
光
る
君
と
ぞ
契
ら
ん
」。

生
き
て
お
ら
れ
る
限
り
、
光
君
と
の
契
り

は
絶
え
な
い
で
し
ょ
う
に
。
そ
れ
に
比
べ

て
こ
の
私
は
…
と
続
く
の
だ
が
、
こ
こ
で

シ
テ
は
扇
を
高
く
か
か
げ
て
能
面
を
鋭
く

左
右
に
動
か
し
、
斜
め
に
舞
台
を
切
る
鮮

や
か
な
演
技
を
す
る
。
蛍
を
追
う
型
で
あ

る
。
昔
は
「
今
日
は
蛍
が
見
え
た
」
と
か

見
え
な
か
っ
た
と
か
能
評
に
書
か
れ
た
。

葵
上
の
枕
辺
に
蛍
が
と
ん
で
い
る
わ
け
は

な
い
。
暗
い
水
辺
の
蛍
よ
り
も
な
お
光
輝

く
と
い
う
、
光
君
を
引
き
出
す
序
の
描
写

に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
れ
は
文
章

の
飾
り
を
追
っ
た
間
違
っ
た
表
現
な
の
だ

宝
生
流

能

葵
あ
お
い
の

上う
え
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ろ
う
か
。
昔
の
人
は
思
い
悩
む
と
心
が
抜

け
出
し
て
光
る
と
考
え
て
い
た
。
六
条
の

千
々
に
砕
け
た
心
が
、
蛍
の
よ
う
な
光
と

な
っ
て
身
体
か
ら
出
て
い
く
。
そ
れ
に
唖

然
と
し
て
い
る
六
条
を
、
わ
れ
わ
れ
観
客

は
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
能

の
深
い
表
現
で
あ
る
。

　
　

〽
わ
ら
は
は
蓬よ
も
ぎ
う生

の
。
〽
も
と
あ
ら

ざ
り
し
身
と
な
り
て
。
葉
末
の
露
と
消
え

も
せ
ば
。
そ
れ
さ
へ
こ
と
に
恨
め
し
や
。

夢
に
だ
に
か
へ
ら
ぬ
も
の
を
わ
が
契
り
。

昔
語
り
に
な
り
ぬ
れ
ば
。
な
ほ
も
思
ひ
は

真
澄
鏡
。
そ
の
面
影
も
恥
づ
か
し
や
。
枕

に
立
て
る
破
れ
車
。
う
ち
乗
せ
か
く
れ
行

か
う
よ
。
う
ち
乗
せ
か
く
れ
行
か
う
よ
。

　

葵
上
の
容
態
が
急
変
し
、
比
叡
山
の
行

者
に
使
者
が
派
遣
さ
れ
る
。

　

後
は
鬼
の
姿
と
な
っ
て
行
者
の
法
力
と

争
う
が
、
つ
い
に
屈
服
し
、
怨
念
を
捨
て

て
終
わ
る
。※　

※　

※　

※　

※

　

原
典
の
『
源
氏
物
語
』
で
は
葵
上
は
命

を
落
と
す
の
だ
が
、
能
は
な
ぜ
か
和
解
の

結
末
と
し
た
。
若
林
葵
が
ベ
ッ
ド
か
ら
転

げ
落
ち
て
死
ぬ
三
島
由
紀
夫
の
近
代
能
楽

の
方
が
、
世
阿
弥
の
い
う
「
本ほ
ん
ぜ
つ説

」
の
ま

ま
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
の
恋
ゆ
え
の
暴
力
で
は
な
い
。
怨

さいたま市見沼区東大宮4-21-1
048-666-1251（代表）
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み
の
激
し
さ
と
、
高
い
身
分
と
教
養
と
の

は
ざ
ま
で
悶
え
る
女
の
情
念
に
、
こ
の
能

の
主
張
が
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
恋
の
テ
ー
マ
、
華
麗

な
文
章
、
演
出
の
絢
爛
。
最
初
の
能
の
映

画
が
作
ら
れ
た
時
も
「
葵
上
」
で
あ
り
、

海
外
公
演
で
も
必
ず
選
ば
れ
る
人
気
曲
で

あ
る
。

　

昔
は
前
シ
テ
が
お
伴
の
生
き
霊（
ツ
レ
）

を
伴
っ
て
出
る
演
出
で
あ
っ
た
。
六
条
自

身
、
自
分
の
心
に
復
讐
を
命
じ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
無
意
識
の
う
ち
に
魂
が
肉
体

か
ら
抜
け
出
て
い
く
の
で
あ
る
。
あ
る
時

代
か
ら
こ
の
ツ
レ
を
省
く
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
が
、
そ
の
セ
リ
フ
を
全
部
巫
女
の
役

に
謡
わ
せ
て
い
る
の
で
、
戯
曲
的
な
混
乱

が
生
じ
た
ま
ま
で
あ
る
。
生
き
霊
の
ツ
レ

と
、
車
を
出
す
「
古
式
」
の
演
出
を
復
元

し
た
流
儀
も
あ
る
。（
増
田
正
造
）
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西
の
宮
へ
遊
山
に
行
く
途
、
神か
ん
ざ
き崎
の
渡

し
ま
で
や
っ
て
き
た
主
人
と
太
郎
冠
者
。

川
を
渡
る
た
め
、
太
郎
冠
者
が
「
ふ・
・な
や

変
わ
る
こ
と
も
あ
る
）。
さ
ら
に
た
た
み

掛
け
る
太
郎
冠
者
に
対
し
て
、
主
人
は

〝
乾け

ん
こ
ん
い
っ
て
き

坤
一
擲
〟
の
謡
を
く
り
出
す
。

〽
山
田
矢
ば
せ
の
渡
し
舟
の
、
夜
は

通
ふ
人
な
く
と
も
、
月
の
誘
は
ば
お

の
ず
か
ら
、
ふ・
・ね
も
漕
が
れ
て
出
づ

ら
ん
…
（
能
《
三
井
寺
》
）

　

こ
こ
ま
で
謡
っ
た
主
人
は
、
口
ご
も
っ

て
し
ま
う
。
太
郎
冠
者
に
続
き
を
催
促
さ

れ
る
が
、
謡
え
る
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
そ
の
次
の
句
は
…
。

　

鶏
は
「
鳴
く
」
か
「
歌
う
」
か
を
争
う

《
鶏け
い
り
ゅ
う泣
》、「
水
」
と
言
う
か
「
お
冷
や
し
」

と
い
う
か
を
争
う
《
お
冷ひ
や
し

》、「
花
」
と
い

う
か
「
桜
」
と
い
う
か
を
争
う
《
花は
な
あ
ら
そ
い争
》、

雁
の
呼
び
方
を
争
う
《
雁が
ん
か
り
が
ね

厂
金
》
な
ど
、

事
物
の
呼
称
を
め
ぐ
る
言
い
争
い
は
狂
言

に
よ
く
見
か
け
る
風
景
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
口
喧
嘩
は
、
現
代
で
も
日
常
的
な
出

来
事
で
あ
る
し
、
漫
才
な
ど
の
話
芸
に
も

見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
狂
言
の
言
葉
争
い

物
は
い
ず
れ
も
有
名
な
詩
歌
に
基
づ
く
口

論
で
あ
る
、と
い
う
点
に
も
魅
力
が
あ
る
。

《
舟
ふ
な
》
は
太
郎
冠
者
が
自
分
の
主
人

を
や
り
込
め
る
下
剋
上
の
小
話
で
あ
る

が
、
古
来
の
詩
歌
が
そ
の
や
り
取
り
に
ほ

ん
の
り
風
雅
な
趣
を
ま
と
わ
せ
て
い
る
。

（
伊
海
孝
充
）

あ
い
」
と
舟
を
呼
ぶ
と
、
主
人
は

「
ふ・
・ね
」
と
言
う
べ
き
だ
と
た
し
な
め
る
。

太
郎
冠
者
が
「
ふ・
・な
競
ふ
堀
江
の
川
の
水

際
に
来
居
つ
つ
鳴
く
は
都
鳥
か
も
」
の
古

歌
を
引
き
、「
ふ
な
」
説
を
強
弁
す
る
と
、

主
人
は
「
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧

に
島
が
く
れ
ゆ
く
ふ・
・ね
を
し
ぞ
思
ふ
」
を

挙
げ
応
酬
す
る
。
続
い
て
太
郎
冠
者
は

「
ふ・
・な
出
し
て
あ
と
は
い
つ
し
か
遠
ざ
か

る
須
磨
の
上
野
に
秋
風
ぞ
吹
く
」
を
引
く

と
、主
人
は
前
と
同
じ
歌
を
早
口
で
言
い
、

前
の
歌
は
人
丸
の
歌
、
今
の
歌
は
僧
正
遍

昭
の
歌
だ
と
苦
し
い
弁
明
を
す
る（
以
上

の
和
歌
・
人
物
は
、
流
派
・
家
に
よ
っ
て

【
場
　
　
所
】
神
崎
の
渡
し（
現
在
の
兵
庫
県
尼
崎
付
近
）

【
登
場
人
物
】
シ
テ
　
主
人

ア
ド
　
太
郎
冠
者

0120-038-328
オー ミ ミ ツヤ ヤ

048-641-1211または代表番号
ホームページもご覧ください。 大宮交通 検 索

和
泉
流

狂
言

舟ふ
ね

ふ
な
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【
作
　
　
者
】
観
世
信
光

【
典
　
　
拠
】
吾
妻
鏡
、
源
平
盛
衰
記
、
義
経
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

【
季
　
　
節
】
秋

【
場
　
　
所
】
大
物
の
浦
　
そ
し
て
海
上

【
登
場
人
物
】
ツ
レ
　
　
　
源
義
経

ワ
キ
　
　
　
弁
慶

ワ
キ
ツ
レ
　
従
卒
た
ち

前
シ
テ
　
　
静

ア
イ
　
　
　
船
頭

後
シ
テ
　
　
平
知
盛
の
亡
霊

　

兄
頼
朝
に
う
と
ま
れ
、
西
国
で
再
起
を

果
た
さ
ん
と
義
経
主
従
の
都
落
ち
。
大だ
い

物も
つ

の
浦（
神
戸
）に
着
く
。

　

静
が
跡
を
追
っ
て
い
る
の
を
知
っ
た
弁

慶
は
、
義
経
に
進
言
し
、
ひ
と
ま
ず
都
に

帰
る
よ
う
に
と
の
説
得
の
使
い
に
た
つ
。

賢
い
静
は
、
と
も
か
く
義
経
様
と
対
面
し

た
上
で
お
返
事
を
と
主
張
す
る
。
義
経
の

口
か
ら
聞
い
た
静
は
、
弁
慶
を
恨
ん
だ
こ

と
を
詫
び
、
別
離
の
宴
に
立
っ
て
舞
う
。

静
は
名
だ
た
る
舞
姫
、
白
拍
子
で
あ
る
。

け
な
げ
に
も
彼
女
は
出
船
を
勧
め
、
都
へ

帰
っ
て
い
く
。

　

風
波
の
荒
い
の
を
口
実
に
、
義
経
が
逗

私たちと一緒に笑顔で働きませんか
市内在住の健康で働く意欲のある

60歳以上の方であればどなたでもご入会できます

 公益社団法人さいたま市
 シルバー人材センター
●浦和事務所：048（884）5111
●大宮事務所：048（667）1150
●与野事務所：048（852）8923
●岩槻事務所：048（756）7790

留
を
言
い
だ
す
。
弁
慶
は
静
へ
の
未
練
に

違
い
な
い
と
、
あ
の
暴
風
雨
を
つ
い
て
四

国
急
襲
を
果
た
し
た
こ
と
を
言
い
立
て
、

舟
は
海
上
に
出
る
。

　

ア
イ
狂
言
の
船
頭
の
役
が
ド
ラ
マ
を
つ

な
い
で
い
く
。「
義
経
様
が
返
り
咲
い
た

暁
に
は
、
こ
の
あ
た
り
の
舟
奉
行
を
自
分

に
」
な
ど
と
交
渉
す
る
。　

　

に
わ
か
に
風
が
か
わ
り
、
嵐
が
襲
っ
て

く
る
。
平
家
一
門
の
亡
霊
が
波
間
に
浮
か

ぶ
。

　

平
知
盛
の
亡
霊
は
、
宿
敵
義
経
を
海
に

沈
め
ん
も
の
と
、
大
薙
刀
を
振
る
っ
て
挑

み
か
か
る
。
弁
慶
の
祈
り
の
力
で
怨
霊
は

敗
退
し
、「
あ
と
白
波
と
ぞ
な
り
に
け
る
」。

※　

※　

※　

※　

※

　

義
経
の
よ
う
に
役
を
子
方
に
演
じ
さ
せ

る
の
は
、
能
の
常
套
手
段
で
あ
る
。
ひ
と

つ
は
遠
近
法
。
シ
テ
を
際
だ
た
せ
る
た
め

に
。
ひ
と
つ
に
は
能
役
者
の
修
行
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
。
も
う
一
つ
は
、
中
世
の
美
少

年
愛
好
趣
味
で
あ
る
。

　

で
は
静
の
年
齢
は
？　

能
で
は
義
経
が

子
方
で
、
シ
テ
は
大
人
で
あ
る
か
ら
、
か

な
り
年
か
さ
の
印
象
を
持
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
静
が
義
経
と
初
め
て
出
会
っ
た
の

は
十
五
歳
。
義
経
当
時
二
十
六
歳
ほ
ど
。

静
の
没
年
は
二
十
歳
と
い
う
か
ら
、
ま
こ

と
短
い
悲
恋
で
あ
っ
た
。

金
春
流

能

船ふ
な

弁べ
ん

慶け
い
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西
国
を
目
指
し
つ
つ
大
暴
風
雨
で
難
船

し
、
数
人
し
か
生
き
残
ら
な
か
っ
た
と
い

う
の
は
史
実
ら
し
い
。
能
で
は
静
ひ
と
り

が
跡
を
慕
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、『
義

経
記
』
に
よ
る
と
、
愛
人
か
ら
白
拍
子
ま

で
十
一
人
ほ
ど
が
同
船
し
て
お
り
、
こ
の

非
常
事
態
に
と
、
弁
慶
た
ち
が
ス
ト
ラ
イ

キ
を
起
こ
し
た
と
伝
え
る
。

　

そ
の
後
、
吉
野
に
引
っ
返
す
の
は
、
変

装
用
の
山
伏
装
束
調
達
の
た
め
と
言
わ

れ
、「
吉
野
静
」「
忠
信
」
の
愛
人
と
の
別

れ
と
脱
出
、
琵
琶
湖
を
経
て
安
宅
の
関
の

受
難
「
安
宅
」
の
能
と
な
り
、「
摂
待
」

を
経
て
平
泉
到
着
と
な
る
。
土
岐
善
麿
新

作
「
秀
衡
」
の
ツ
レ
は

義
経
、頼
朝
派
遣
の「
く

の
い
ち（
女
忍
者
）」
に

よ
る
暗
殺
未
遂
の
場
面

か
ら
、
黄
金
の
棺
か
ら

秀
衡
の
亡
霊
が
現
れ
る

後
と
な
る
。

　
「
八
島
」
は
義
経
の

亡
霊
の
夢
幻
能
、
高
濱

虚
子
の
新
作
能「
義
経
」

は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
伝

説
を
扱
っ
て
い
る
。

　
「
橋
弁
慶
」「
鞍
馬
天

狗
」「
烏
帽
子
折
」
と
、

牛
若
時
代
か
ら
、
義
経

は
能
の
人
気
独
占
の
観

が
あ
る
。

　
「
判
官
贔
屓
」
と
い

う
国
民
感
情
に
は
、
能

の
子
方
の
い
た
い
け
な

イ
メ
ー
ジ
が
多
く
か
か

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な

さいたま市測量設計業協会
一般社団法人

９Ｑ平１ゴＬ230アキ

（株）西川設計

い
か
と
い
う
説
も
う
な
ず
け
る
。

　
「
船
弁
慶
」の
静
が
舞
う
の
は
、序
之
舞
。

ま
た
は
、
中
之
舞
。
別
離
の
重
い
心
を
引

き
立
て
て
舞
う
に
序
之
舞
は
ふ
さ
わ
し

く
、
宴
の
舞
と
し
て
中
之
舞
の
テ
ン
ポ
も

よ
い
。

　

船
頭
の
ア
イ
狂
言
は
前
後
を
つ
な
ぐ
大

役
で
あ
る
。
な
ん
と
自
身
持
っ
て
出
る
舟

の
作
り
物
は
、
幼
稚
園
児
の
工
作
の
よ
う

に
単
純
だ
が
、
舞
台
を
ガ
ラ
リ
と
海
上
に

変
え
る
効
果
、
大
海
原
に
孤
立
す
る
主
従

の
空
間
を
区
切
っ
て
、
ま
こ
と
秀
逸
で
あ

る
。（
増
田
正
造
）

写
真
提
供
：
辻
井
　
清
一
郎



　

一
人
の
シ
テ
が
老
・
若
・
男
・
女
、
神
仏
、
鬼
、
生
霊
、
死
霊
、
動
物
、
植

物
ま
で
舞
う
こ
と
が
出
来
る
の
が
「
能
」
で
す
。
舞
、
謡
の
発
声
の
基
本
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
、
写
実
的
写
生
を
排
す
る
こ
と
、
能
面
を
使
う
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
面
、
装
束
の
効
果
は
大
き
い
の
で
す
。

　
「
船フ

ナ
ベ
ン
ケ
イ

弁
慶
」で
は
前
シ
テ
静
御
前
は「
中ナ
カ
イ入
り（
い
っ
た
ん
揚
幕
に
入
る
）」し
、

後
シ
テ
平

タ
イ
ラ
ノ
ト
モ
モ
リ

知
盛
の
怨
霊
に
扮
装
を
替
え
ま
す
。

　

し
か
し
舞
台
上
で
装
束
の
一
部
を
替
え
る
事
が
あ
り「
物モ

ノ
ギ着

」と
云
い
ま
す
。

　

船
弁
慶
で
は
舞
を
乞
わ
れ
「
烏
帽
子
」
を
舞
台
上
で
着
け
ま
す
。
金
箔
の

「
静シ

ズ
カ
エ
ボ
シ

烏
帽
子
」
と
云
い
、
白シ
ラ
ビ
ョ
ウ
シ

拍
子
の
静
が
舞
っ
た
時
の
姿
だ
と
も
云
い
ま
す
が
、

さ
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

中
入
り
前
に
シ
テ
が
片
手
で
ス
ッ
と
解
き
脱
ぎ
捨
て
ま
す
の
で
特
殊
な
結
び

方
を
し
、
後
見
は
気
を
使
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
葵

ア
オ
イ
ノ
ウ
エ
上
」
で
は
六
ロ
ク
ジ
ョ
ウ
ノ
ミ
ヤ
ス
ド
コ
ロ

条
御
息
所
の
生
き
霊
が
病
床
の
葵
上
を
引
き
さ
ら
お
う
と

唐カ
ラ
オ
リ織

を
引
き
抜
き
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
後
見
座
へ
と
行
き
ま
す
。
こ
こ
で
「
物
着
」

が
あ
り
再
び
舞
台
に
戻
る
時
は
鬼
女
と
変
身
し
て
い
ま
す（
揚
幕
内
へ
入
る
演

出
も
あ
り
ま
す
）。

　

通
常
、
紐
で
着
用
す
る
唐
織
を
縫ヌ

イ
ハ
ク
コ
シ
マ
キ

箔
腰
巻
に
挟
み
込
ん
で
着
用
し
、
シ
テ
は

片
膝
で
下シ

タ

に
居イ

て
の
謡
も
多
く
、苦
し
く
、後
見
も
着
付
け
に
気
を
使
い
ま
す
。

　

舞
台
中
央
で
正
面
向
き
、
囃
子
の
演
奏
の
中
で
の
「
真シ

ン

ノ
物
着
」、
略
式
の

「
行ギ

ョ
ウの

物
着
」、
後
見
座
で
の
「
草ソ
ウ

の
物
着
」
が
あ
り
ま
す
が
、
お
客
様
の
注
視

の
中
、
後
見
も
着
付
け
姿
も
見
ら
れ
て
い
る
事
で
も
あ
り
、
目
立
た
ず
、
手
早

く
、
仕
上
が
り
の
形
も
良
く
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
無
事
に
出
来
て

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
ま
れ
に
手
際
を
褒
め
て
頂
く
こ
と
が
あ
る
と
後
見

は
安
堵
す
る
時
で
す
。

「
物モ
ノ
ギ着

」
舞
台
上
で
の
変
身

本
田
　
光
洋

代表・税理士  山田  祐司
　税理士  清水  健司　　　税理士  西村  健彦

相続･贈与･譲渡･会計･経営･税務相談･申告
どんなことでもお気軽にご相談下さい
わかりやすく丁寧にご説明致します

さいたま 山田会計 検 索

〒330-0803　さいたま市大宮区高鼻町2-62-2

℡048-644-1212　

税理士法人 山田会計
東日本連携センター

〒330-0846 埼玉県さいたま市大宮区大門町 1-6-1
TEL：048-856-9111 営業時間 :11:00 ～ 19:00
休館日：毎週月曜日（企画により変更あり）

大宮駅東口徒歩約 1 分

鉄板・懐石　くら馬

麺　くら馬

≪営業時間≫
【平日・土曜】昼 /11：30～ 14：00（LO）　夜 /17：30～ 21：00（LO）
【日曜・祝日】昼 /11：30～ 14：00（LO）　夜 /17：30～ 20：00（LO）
さいたま市大宮区三橋 1-668　☎048-780-2653【予約専用】

≪営業時間≫昼 /11：30～ 15：00（LO）　夜 /17：00～ 21：00（LO）
月曜日定休（月曜休日の場合は火曜日休）
さいたま市大宮区三橋 1-727-2　☎048-778-8671

埼玉観世研究会 090（6480）7127 高橋　和代
宝生流・八雲会 048（021）4043 吉岡喜一郎
金春流・洗心会 048（663）1617 大塚龍一郎
金春流・春栄会 049（234）2478 大 坂 　 誠



演
者
紹
介
（
令
和
４
年
３
月
末
現
在
）

福利厚生の充実を通じて

良い職場づくりをサポート！！

勤労者福祉サービスセンター
（愛称：ワークジョイさいたま）

さいたま市中央区下落合5-4-3
さいたま市産業文化センター 4階
TEL  048－851－6692
https://www.sozo-saitama.or.jp/workjoy/

@workjoysaitama

金
こん

春
ぱる

　安
やす

明
あき

昭和27年生

シ
テ
方
金
春
流
。

父
、
七
十
九
世
故
金
春
信
高
に
師
事
。
学
習
院
大
学
国
文
学
科
卒
業
。
重
要

無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。（
公
社
）金
春
円
満
井
会
顧
問
。（
一
社
）日

本
能
楽
会
理
事
。

平
成
29
年
４
月
、
宗
家
を
長
男
金
春
憲
和
に
譲
る
。

６
歳
で
初
舞
台
。
10
歳
の
と
き
「
猩
々
」
に
て
初
シ
テ
。
現
在
ま
で
に
「
翁
」

「
獅
子
」「
乱
」「
道
成
寺
」「
鷺
」「
卒
都
婆
小
町
」「
伯
母
捨
」「
関
寺
小
町
」を
披
く
。

平
成
19
年
11
月
、
北
京
、
上
海
、
重
慶
に
て
講
座
。

本
ほん

田
だ

　光
みつ

洋
ひろ

昭和17年生

シ
テ
方
金
春
流
。
本
田
秀
男
の
長
男
。
父
及
び
七
十
九
世
宗
家
金
春
信
高
に

師
事
。
早
稲
田
大
学
第
一
政
治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
。
重
要
無
形
文
化

財
総
合
指
定
保
持
者
。

（
公
社
）金
春
円
満
井
会
理
事
長
。（
公
社
）能
楽
協
会
専
務
理
事
。
昭
和
51
年

文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞
。

５
歳
で
初
舞
台
。
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ド
イ
ツ

で
演
技
指
導
を
行
う
な
ど
、
内
外
で
能
楽
の
普
及
に
努
め
る
。「
大
宮
薪
能
」

の
普
及
、
発
展
に
努
め
、
令
和
３
年
さ
い
た
ま
市
文
化
賞
受
賞
。

金
こん

春
ぱる

　憲
のり

和
かず

昭和57年生

シ
テ
方
金
春
流
八
十
一
世
宗
家
。
金
春
安
明
の
長
男
。

平
成
29
年
４
月
、
父
か
ら
宗
家
を
継
承
。

６
歳
で
能
「
邯
鄲
」
子
方
に
て
初
舞
台
。
13
歳
で
能
「
経
政
」
に
て
初
シ
テ
。

現
在
ま
で
に
「
乱
」「
獅
子
」「
道
成
寺
」「
翁
」
を
披
き
、
六
百
年
の
伝
統
あ
る

奈
良
若
宮
お
ん
祭
り
で
は
「
神
楽
式
」
を
つ
と
め
る
。

藤
ふじ

井
い

　雅
まさ

之
ゆき

昭和29年生

シ
テ
方
宝
生
流
。
十
八
代
宗
家
宝
生
英
雄
に
師
事
。

「
俊
成
忠
度
」
に
て
初
シ
テ
を
勤
め
、
こ
れ
ま
で
に
「
乱
」「
道
成
寺
」「
石
橋 

連
獅
子
」「
翁
」
を
披
演
。

重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
自
身
の
同
門
会
「
波
吉
会
」「
波
吉
雅

会
」、
平
成
20
年
よ
り
改
め
「
藤
雅
会
」
を
主
宰
す
る
。

ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
指
導
や
普
及
活
動
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
平

成
30
年
11
月
に
フ
ラ
ン
ス
公
演
を
行
っ
た
。



ワ
キ
方
　
宝
生
流
　
野
口
　
能
弘
　
　
小
鼓
　
幸
　
流
　
住
駒
　
充
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
鼓
　
高
安
流
　
髙
野
　
　
彰

笛
　
　
　
一
噌
流
　
小
野
寺
竜
一
　
　
太
鼓
　
金
春
流
　
桜
井
　
　
均

野
の

村
むら

　万
まん

作
さく

昭和６年生

狂
言
方
和
泉
流
。
重
要
無
形
文
化
財
各
個
認
定
保
持
者（
人
間
国
宝
）、
文
化

功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
。

祖
父
・
故
初
世
野
村
萬
斎
及
び
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
に
師
事
。
早
稲
田
大

学
文
学
部
卒
業
。
国
内
外
で
の
狂
言
の
普
及
に
貢
献
。
古
典
は
も
と
よ
り
新

し
い
試
み
に
も
し
ば
し
取
り
組
む
。
日
本
芸
術
院
賞
、
芸
術
祭
大
賞
、
松
尾

芸
能
賞
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、
紫
綬
褒
章
、
坪
内
逍
遥
大
賞
、
朝
日
賞
、
中

日
文
化
賞
ほ
か
多
く
の
受
賞
歴
を
持
つ
。

著
書
に
「
狂
言
を
生
き
る
」（
朝
日
出
版
社
）。

野
の

村
むら

太
た

一
いち

郎
ろう

平成２年生

狂
言
方
和
泉
流
。
野
村
萬
斎
に
師
事
。
故
五
世
野
村
万
之
丞
の
長
男
。
能
楽

協
会
会
員
。
3
歳
の
時
に
『
靭
猿
』
で
初
舞
台
。

既
に『
三
番
叟
』『
奈
須
与
市
語
』『
釣
狐
』を
披
く
。能
楽
ユ
ニ
ッ
ト「M

U
GEN

能
」
同
人
。
令
和
２
年
、
新
作
能
「
白
雪
姫
」
を
演
出
、
主
演
。

青
山
学
院
大
学
、
桜
美
林
大
学
非
常
勤
講
師
。

伊
い

海
かい

　孝
たか

充
みつ

昭和47年生

法
政
大
学
文
学
部
教
授　

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
兼
担
所
員
。

専
門
は
能
楽
研
究
・
日
本
中
世
文
学
研
究
。

編
著
書
に
『
切
合
能
の
研
究
』（
檜
書
店
、
平
成
23
年
）、『
日
本
人
の
こ
こ
ろ

と
言
葉　

世
阿
弥
』（
西
野
春
雄
氏
と
の
共
著
、
創
元
社
、
平
成
25
年
）、『
野

上
豊
一
郎
の
能
楽
研
究
』（
能
楽
研
究
所
、
平
成
26
年
）な
ど
。

「
真
田
」「
伏
木
曾
我
」「
虎
送
」「
和
田
酒
盛
」
な
ど
の
復
曲
に
も
携
わ
る
。

演
目
解
説

上落合駐車場　吉敷1丁目2丁目駐車場
メルシーペール(板橋)  メルシーペール上落合
フィオーレ静吉敷町

さいたま市大宮区吉敷町 1-11-3　TEL：048-641-1933

㈱橋本昭司記念駐車場
代表取締役　橋本　洋子（西橋商事取締役）

一般社団法人

みんなと住みよい都市づくり

hombu@saitamashi-kenkyo.jp

ま　ち

第
１
回
よ
り
演
目
解
説
、
演
出
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た

増
田
正
造
先
生
は
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
92
歳
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
悔
や
み



■公演当日の天候による会場変更について
　開演中の降雨、突風等が予想される場合、会場は、R

レ イ ボ ッ ク
aiBoC H

ホ ー ル
all.（市民会館おおみや）大ホールに変更と

なります。
　令和４年４月より市民会館おおみやは移転しました。
　R

レ イ ボ ッ ク
aiBoC H

ホ ー ル
all.（市民会館おおみや）所在地：さいたま市大宮区大門町2-118　大宮門街４～８F

会場決定時刻：当日14時30分
　協会HPにて発表　大宮駅東西自由通路内、PRボードに掲示

晴天会場での開催を決定した後の天候急変については以下のとおりです。
演能開始前
　R

レ イ ボ ッ ク
aiBoC H

ホ ー ル
all.（市民会館おおみや）大ホールへの会場変更を含め検討します。

演能開始後
　一時中断とし、天候により再開します。
　天候の回復が見込めない場合は、以降の演目は中止となり、終了となります。
　延期、鑑能券払い戻しはございません。
※急な天候不良もございます、雨具（カッパ）等をお持ちください。
　傘は他のお客様のご迷惑になります。
　夜間は日中との寒暖差がありますので、防寒対策をお願いいたします。

当日の演能会場が不明な場合は、14時30分以降、以下へお問い合わせください。

https://www.stib.jp
ホームページ①

②お電話でのお問い合わせ
　048－883－1055　浦和観光案内所



〒337-0032 埼玉県さいたま市見沼区東新井294-1　URL www.gum1.co. jp　E-mail info@gum1.co. jp
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■晴天会場レイアウト
（舞台が楼門内に変更になりました）

■会場案内図
（雨天会場は令和４年４月より移転しました）

会場
武蔵一宮氷川神社

雨天会場

RaiBoC Hall
（市民会館おおみや）

レ イ ボ ッ ク 　 ホ ー ル

武蔵一宮氷川神社
さいたま市大宮区高鼻町1-407
交通　JR大宮駅東口から徒歩20分または東武野田線北大宮駅から徒歩15分

R
レ イ ボ ッ ク

aiBoC H
ホ ー ル

all（市民会館おおみや）
さいたま市大宮区大門町2-118　大宮門街4～8Ｆ
交通　JR大宮駅東口から徒歩３分




